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平成27年度 平成26年度

商工観光労働部 92,280,589 102,743,188

<商工労働政策局>
○27 ○26

商工観光労働総務課
Ⅰ 商 業 総 務 費

1．わかやま館管理運営事 68,279 76,518 わかやま館の管理運営に要する経費

業 ○単

2．資産価値変動調整補て 157,000 157,000 土地造成事業会計において、地価下落が原因で完売までの

ん事業 ○単 間に発生が見込まれている不足金について、一定のルール

の下で毎年一般会計から補てんを行うために要する経費

Ⅱ 計 量 検 定 費

1．計量器検定・指導啓発 9,434 6,587 特定計量器等の検定・検査及び計量関係事業者等の指導育

事業 ○単 成並びに計量の普及啓発に要する経費

商 工 振 興 課
Ⅰ 商 業 振 興 費

1．小規模事業経営支援事 1,212,331 1,223,927 小規模事業者の振興と経営の安定を図るため、商工会、商

業 ○単 工会議所及び県商工会連合会に経営指導員等を配置し、経

営改善普及事業等を実施するために要する経費

2．中小企業団体支援事業○単 103,969 104,157 和歌山県中小企業団体中央会に指導員等を配置し、協同組

合等の組織化促進指導、人材養成、情報化、活路開拓等を

推進するために要する経費

3．大店立地等調整事業 ○単 537 537 大規模小売店舗立地法の円滑な運用に要する経費

4．商店街のコミュニティ 4,500 4,500 少子・高齢化等の社会課題に対応したコミュニティ機能を

機能強化支援事業 ○単 強化する事業を支援するために要する経費

5．サービス産業県外市場 3,374 3,374 より一層の市場拡大を目指し県外の大消費地へ進出するサ

開拓支援事業 ○単 ービス事業者の支援に要する経費

Ⅱ 金 融 対 策 費

1．中小企業融資制度実施 83,214,600 92,005,620 県内中小企業者に対する経営の安定化と事業の活性化を図

事業 ○単 るため、事業活動に必要な資金を金融機関と協調して融資

するために要する経費

2．信用補完制度実施事業○単 487,497 529,648 中小企業の金融の円滑化のため、信用保証料の軽減及び代

位弁済に係る損失補償に要する経費

Ⅲ 工鉱業総務費

1．石油貯蔵施設立地対策 188,620 192,535 石油貯蔵施設周辺地域住民の福祉の向上を図るため、市町

事業 ○補 が行う公共用施設整備に対する助成に要する経費

労 働 政 策 課
Ⅰ 労 政 総 務 費

1．労働教育指導事業 ○単 1,982 2,110 労働問題及び労務改善等に関するセミナーの開催並びに事

業所への人権研修実施に要する経費
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○27 ○26

Ⅱ 労 働 福 祉 費

1．労働者福祉協議会助成 2,330 2,330 労働者福祉協議会が行う講演会・研修会等に対する助成に

事業 ○単 要する経費

2．勤労福祉会館管理運営 20,432 20,548 勤労福祉会館「プラザホープ」の管理運営を指定管理者に

委託事業 ○単 委託することに要する経費

Ⅲ 雇 用 促 進 費

1．障害者雇用対策事業 ○単 3,926 4,342 障害者の雇用就業機会の確保に努め、雇用の促進を図るた

めに要する経費

2．中高年齢者雇用対策事 5,293 4,693 中高年齢者の雇用就業機会の確保に努め、雇用の促進を図

業 ○単 るために要する経費

3．人材Ｕターン等就職支 2,310 2,843 Ｕターンフェアの開催等、県内就職支援に要する経費

援事業 ○単

4．雇用支援就職促進事業○単 8,825 8,949 就職困難者（高年齢者、障害者等）の雇用の促進及び職業

の安定を図るため、求人開拓及び職業相談等を実施する就

職促進相談員の設置に要する経費

5．若年者トータルサポー 18,876 19,538 若年者雇用施策を一体的・効率的に展開し、若者の就業意

ト事業 ○単 識の醸成、求職活動のスキルアップを支援し、就業促進を

図るために要する経費

6. 緊急雇用創出事業臨時 589,000 1,502,194 失業者に対する短期の雇用・就業機会の創出・提供及び在

特例基金活用事業 ○補 職者に対する処遇改善などに要する経費

7. 産業を支える人づくり 34,809 27,307 企業と高校が連携した産業人材の育成と、応募前サマー企

プロジェクト事業 ○単 業ガイダンス開催による高校生の県内企業への就職促進及

び大学生等のＵＩターン就職の促進に要する経費

8. 働く女性支援事業 ○補○単 4,420 4,444 働く女性を支援するため、県内企業における雇用環境の整

備促進及び女性の就業促進を図るために要する経費

Ⅳ 職業訓練総務費

1．認定職業訓練助成事業○補 4,562 6,206 広い知識と高度な技能を兼ね備えた職業人を養成するため、

事業主等がその雇用者等に実施する認定職業訓練に対する

助成に要する経費

2．技能向上対策事業 ○補 19,023 19,023 技能労働者の技能資質及び社会的経済的地位の向上を図る

ため、職業訓練の振興と技能検定の実施に要する経費

3．求職者職場適応訓練事 2,834 2,834 特に就職困難な中高年齢者、障害者等の就職を促進するた

業 ○補 め、事業主へ委託し技能を習得させるための訓練に要する

経費

Ⅴ 産業技術専門学院費

1．訓練手当支給事業 ○補 36,010 38,522 雇用対策法に基づき、35歳以上の就職困難者、障害者、母

子家庭の母等に対して、職業訓練の受講機会を確保し、就

業促進を図るために要する経費

2．施設外訓練事業 ○補 2,363 2,363 公共職業訓練施設では実施していない訓練を民間教育訓練

機関等に委託し、就業促進を図るために要する経費

3．産業技術専門学院運営 42,161 43,081 職業能力開発促進法に基づく県立産業技術専門学院の運営

事業 ○補○単 に要する経費

和歌山校 26,066

田辺校 16,095

4．委託訓練事業 ○受 261,975 261,975 離転職者等を対象にした職業訓練を民間教育訓練機関等へ

の委託により実施し、就業促進を図るために要する経費
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<企 業 政 策 局>
○27 ○26

企 業 振 興 課
Ⅰ 貿 易 振 興 費

1．国際経済交流支援事業○単 12,243 12,934 本県経済の国際化を推進するため、県内企業の貿易、投資

相談等海外市場進出支援に要する経費

Ⅱ 物産観光斡旋費

1．優良県産品振興事業 ○単 5,676 5,898 県産品の販売促進を図るため、優良県産品の推奨を行うと

ともに、推奨制度及び推奨品を広くＰＲするために要する

経費

2．プレミア和歌山ブラン 36,270 34,582 プレミア和歌山のブランド化を図るため、首都圏でのＰＲ

ド化推進事業 ○単 と販売促進展開を行うとともに、選定した推奨品を個別プ

ロデュースするために要する経費

Ⅲ 中小企業振興費

1．地場産業等総合振興事 7,514 8,214 地場産業の振興を図るため、産地組合等に対する支援・指

業 ○単 導等に要する経費

2．皮革産業総合振興事業 12,843 12,843 皮革産業の振興を図るため、需要開拓及び人材育成の支援

○補○単 に要する経費

3．伝統工芸品リバイバル 4,344 4,344 伝統工芸品産業の振興を図るため、伝統技術・技法の継承

支援事業 ○単 や販路開拓及び総合的な情報発信の支援に要する経費

4．起業家創出支援事業 ○単 16,358 23,614 県内の起業を促進するため、創業準備から起業、自立発展

までの各段階における支援としてインキュベーションオフ

ィスの提供に要する経費

5．和歌山県産業表彰制度 7,367 9,367 優れたビジネスプラン・技術・発明・考案を持つ企業及び

事業 ○単 本県経済発展に貢献した企業を表彰・認定・支援するため

に要する経費

6．中小企業支援センター 59,674 62,541 産学官の連携による総合的な中小企業支援体制を整備し、

事業 ○単 新事業創出及び経営革新を支援するために要する経費

7. 成長企業支援事業 ○単 10,146 10,146 人的資源の充実など一定の条件が整えば成長が期待できる

中小企業への中核となる人材導入支援に要する経費

8．和歌山産品販促支援事 47,219 42,917 県内企業が持つ商品力や技術力の積極的な売り出しのため

業 ○単 に行う国内外の著名な展示会への集団出展をはじめとする

販促活動などへの支援に要する経費

9．わかやま産業交流サロ 1,317 1,199 本県経済活性化のため、県内企業の経営者、技術者、起業

ン事業 ○単 家、大学研究者、行政関係者等が新産業の創出、新事業展

開、産学官による研究開発等の促進などについて交流する

ために要する経費

10．わかやま地場産業ブラ 110,345 108,345 賃加工・下請型のビジネスモデルから脱却し、企画・提案

ンド力強化支援事業 ○単 型のビジネスモデルを目指す産地企業の支援に要する経費

11．販売力強化支援事業 ○単 8,206 9,926 首都圏等での販路開拓を希望する企業に対し、営業拠点を

提供することに要する経費

12．わかやま塾事業 ○単 5,814 5,500 将来和歌山県を支え、世界にはばたくグローバル人材を育

成するための「わかやま塾」開講に要する経費

13．○新ものづくりカイゼン 14,094 － 企業の経営基盤の安定・強化を図り、新事業へのチャレン

支援事業 ○単 ジを後押しするため、企業のカイゼンすべきポイントを見

い出す「ものづくりカイゼン支援アドバイザー」の育成及

び派遣に要する経費
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○27 ○26

産業技術政策課
Ⅰ 工鉱業総務費

1．新エネルギー創出促進 53,190 18,907 和歌山県での新エネルギー活用を総合的に考え、木質バイ

事業 ○補○単 オマスや温泉熱の利用促進などの取組を通じて、地域でエ

ネルギーを創出するシステムを構築するために要する経費

2．海洋エネルギー創出促 21,469 15,586 豊富な海洋資源に恵まれた和歌山県の特性を生かし、新た

進事業 ○単 なエネルギー源として表層型メタンハイドレートや海洋再

生可能エネルギーの調査を行うために要する経費

Ⅱ 中小企業振興費

1．知的財産戦略事業 ○単 18,477 14,826 中小企業者等の知的財産戦略の意識高揚を図り、高付加価

値商品を生み出す技術、デザイン等の知的財産活用、国の

研究開発助成等に係る県内企業の提案応募を支援するため

に要する経費

2．先駆的産業技術研究開 213,366 217,088 県内企業等が有するシーズをもとに先端的産業分野で全国

発支援事業 ○単 や海外に進出する意欲的な研究開発を支援するために要す

る経費

3．冒認出願商標対策事業○単 1,000 1,000 和歌山県に関わる地名（和歌山、紀州）を知的財産として

守るため、外国で当該地名の商標権冒認出願が判明した場

合に関係団体と共に防衛対策を実施するために要する経費

4．新技術育成のための情 1,900 2,000 研究開発により新事業の創出等をめざす中小企業者等の商

報活用支援事業 ○単 用データベースを活用した先行技術調査支援に要する経費

5．未来企業育成事業 ○単 22,579 23,124 新事業創出を目指す中小企業者等が大学や公設試験研究機

関等と連携して行う共同研究の支援に要する経費

6．産学共同研究支援事業○単 4,352 5,397 県内企業の開発ニーズに対し、課題解決が可能と思われる

大学等研究機関の研究者とマッチングを行い、産学共同研

究の機会の提供を行うために要する経費

Ⅲ 工業技術センター費

1．地域産業活性化促進事 150,226 131,020 各種受託試験・研究、技術調査、技術指導、先端機器の整

業 ○補○受○単 備、研究開発等地域産業の支援に要する経費

企 業 立 地 課
Ⅰ 企業立地対策費

1．企業誘致活動事業 ○単 16,924 15,529 企業訪問等の情報収集活動及び県と市町村等で構成する企

業立地連絡協議会活動等に要する経費

2．企業立地促進対策助成 983,480 1,012,156 新規立地した誘致企業や増設した県内企業に対する優遇措

事業 ○単 置に要する経費

3．企業立地促進資金融資 847,937 859,859 工場等を新増設して新規に県民を雇用する誘致企業等に対

事業 ○単 して用地取得、工場建設等に必要な資金を融資するために

要する経費

4．企業誘致広報事業 ○単 6,027 9,093 様々な広告媒体を活用して本県の企業立地環境を広報する

ために要する経費

5. あやの台北部用地開発 20,000 23,670 ニーズの高い内陸型大規模用地確保を目的に南海電気鉄道

事業 ○単 （株）、橋本市及び県で共同開発するあやの台北部用地の

環境影響評価について、事業主体の橋本市を支援するため

に要する経費
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○27 ○26

6．○新ＩＣＴ和歌山事業 ○単 2,529 － 県外ＩＣＴ企業が来県し「和歌山を体験」するとともに、

県内企業経営者との「ビジネスマッチング」を通じて県へ

の理解を深めてもらうことで進出に繋げるための活動に要

する経費

<観 光 局>

観 光 振 興 課
Ⅰ 物産観光斡旋費

1．観光センタ－運営事業○単 27,408 26,641 首都圏・東海圏における観光物産情報発信及び観光客誘致

活動の拠点として「わかやま紀州館」及び「名古屋観光セ

ンター」を運営するために要する経費

Ⅱ 観 光 費

1．観光客誘致対策事業 ○単 100,258 84,699 県観光連盟、市町村及び各観光関係団体と連携し、観光客

誘致を図るため、情報誌の作成配布、観光情報の提供等に

要する経費

2．戦略的首都圏対策事業○単 32,000 32,264 首都圏を中心に新たな観光客層を掘り起こすとともに、恒

常的に誘客を図るために要する経費

3．コンベンション誘致推 14,395 14,395 本県への大規模な大会・会議等の誘致に要する経費

進事業 ○単

4．わかやま「観光力」推 138,299 124,546 地域が取り組む魅力ある観光地づくりへの支援及び観光プ

進事業 ○補○単 ロモーションの展開に要する経費

5．世界遺産推進事業 ○補○単 30,008 20,811 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」についての情報発信

や世界遺産の保全と活用の推進に要する経費

6．和歌山県世界遺産セン 11,578 11,838 世界遺産の保全と活用、情報発信の活動拠点である「和歌

ター運営事業 ○単 山県世界遺産センター」の運営に要する経費

7．わかやま観光リレーキ 37,000 109,000 高野山開創1200年誘客キャンペーン実施に要する経費

ャンペーン事業 ○単

8．体験観光魅力アップ事 9,550 11,130 県内体験プログラム実施団体や県内旅行業者等との連携強

業 ○単 化を図り、旅行商品の造成・販売を促進するために要する

経費

9．○新大河ドラマ「真田丸 65,000 － 平成28年のＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」放送を機に誘客を

」を活用した誘客促進 促進するために要する経費

事業 ○単

観 光 交 流 課
Ⅰ 観 光 費

1．国際観光推進事業 ○単 64,971 62,819 海外からの観光客誘致活動等に要する経費

2．教育旅行誘致推進事業○単 12,233 12,175 「ほんまもん体験」を活用した教育旅行誘致活動等に要す

る経費

3．外国人観光客受入環境 10,791 11,013 外国人個人観光客が快適・安全に県内を周遊できる環境の

整備事業 ○単 整備に要する経費

4．観光施設整備補助事業○単 15,000 15,000 市町村等が実施する地域の環境・景観に配慮した観光地づ

くりの支援に要する経費

5．○新ＦＩＴ（外国人個人 15,000 － ＦＩＴ（外国人個人観光客）の誘客を促進するため、各市

観光客）誘客促進事業○単 場ごとの特性・成熟度に応じたニュースサイト、ＴＶ番組、

旅行ガイドブック等の媒体による戦略的なＰＲに要する経

費

－66－


